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研究成果の概要（和文）：沖縄県西表島のマングローブ水域において，マングローブの気根や支

柱根の構造が魚類の分布パターンや被捕食死亡率に与える影響，および餌生物量と魚類の成長

率との関係を明らかにする野外実験を行うことによって，魚類の生息場としてのマングローブ

水域の機能と重要性を評価した。その結果，マングローブの根の複雑な立体構造は，稚魚や小

型魚が生息場を選択するうえで重要であり，捕食者からの隠れ場として機能することが示唆さ

れた。また，マングローブの根付近は魚類の主要な餌が豊富に存在する場所であり，一部の魚

種にとって重要な餌場として機能することも明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：To evaluate the functions and importance of mangroves as a fish 

habitat, effects of structural complexity of mangrove roots on the distribution patterns and 

predation mortality of fishes, and the relationship between prey abundance and fish growth 

were examined through field experiments at Iriomote Island, Ryukyu Islands, Japan. The 

results of the experiments suggest that complex root structures are of importance in 

determining fish distribution patterns due to their functions as shelter and/or feeding areas. 
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１．研究開始当初の背景 

マングローブは熱帯の潮間帯に成育す

る被子植物（特に木本類）で，大規模な森林

を形成することが多い。東南アジアや沖縄な

どの熱帯地方では，波静かな湾内の岸辺や，

河口付近にマングローブ林が発達している。

マングローブ水域には，多くの水産重要魚介

類が生息しているため，そこでは，刺網，定

置網，籠などを用いた漁業が頻繁に行われ，

地域住民の重要な漁場のひとつとなってい

る。しかし，近年，港湾整備や土地開発，さ

らにはエビ養殖場の建設などによって，マン

グローブ水域は減少の一途をたどっている。 

 マングローブ水域では，マングローブの気

根や支柱根によって複雑な立体構造が形成

されるため，それらは稚魚や小型魚にとって

の隠れ家や避難場所となっていると言われ

ている。また，マングローブ水域内には，マ

ングローブの落葉などから生じるデトリタ

ス，気根や支柱根などに付着する藻類，さら

には小型無脊椎動物が豊富に存在するため，

マングローブ水域は魚類の餌場としても重

要であると言われている。したがって，この

ような理由から，マングローブ域には多くの

魚類が生息するのではないかと考えられて

いる。しかし，これまでに行われてきたマン

グローブ水域の魚類群集に関する研究では，

魚類の種組成や個体数密度だけを調べた研

究がほとんどであり，マングローブ水域にな

ぜ多くの魚類が生息しているのか，また，マ

ングローブ水域が魚類の隠れ家や餌場とし

て実際にどの程度，機能しているのかという

ことについては，まだまったく検証されてい

ないのが実情である。 

 マングローブ水域が多くの魚類の重要な

生息場であるなら，急速に進んでいるそれ

らの破壊や消失をくい止め，保全する努力

を早急に行う必要がある。その保全目的や

方策を確立するためにも，魚類がマングロ

ーブ水域をどのように利用しているのか，

すなわち，隠れ家や避難場所として利用し

ているのか，あるいは餌場として利用して

いるのか，ということを明らかにすること

は，緊急の課題であると考える。 

 

２．研究の目的 

本研究では，沖縄県西表島において以下の

３つの野外実験を実施することにより，魚類

がマングローブ水域をどのように利用して

いるかを調べ，マングローブ水域が魚類の生

息場としていかに重要かを検証する。 

 

(1)マングローブの気根や支柱根が稚魚や小

型魚の隠れ家になっているかどうかを検証

するための野外実験（気根・支柱根構造実験）

を行う。気根や支柱根に似せたパイプを垂直

に立て，それらの間隔を変えることによって，

魚類がどのように棲みつくかを調べる。これ

によって，気根や支柱根の構造的複雑性が魚

類の分布パターンにどのような影響を及ぼ

すかを明らかにする。 

 

(2)魚類の被捕食死亡率を調べる野外実験

（捕食圧実験）を行う。マングローブのある

場所（河川の岸部）とない場所（河川中央部

の砂地）において，小型魚の被食死亡率がど



の程度，異なるかを推定する。この実験によ

って，気根の存在が小型魚の被食死亡率に及

ぼす影響とともに，気根がなぜ小型魚の隠れ

家になっているのかを明らかにする。 

 

(3)マングローブ水域の餌場としての機能を

評価する野外実験（摂餌実験）を行う。マン

グローブがある場所とない場所に網ケージ

を設置し，その中に数種の魚類を入れ，放置

した後に各個体の成長率とケージ周辺の餌

生物の現存量を調べる。 

 

３．研究の方法 

(1)場所 

野外実験は沖縄県西表島の浦内川河口域

に存在するマングローブ水域で行った。 

 

(2)気根・支柱根構造実験 

コンクリート製基盤（縦 50 ㎝，横 50 ㎝）

に，長さ 60 ㎝の塩化ビニールパイプを 7 ㎝

（高密度），10 ㎝（標準密度），14 ㎝（低密

度）の間隔で取り付けた実験区を作製した。

また，パイプがない基盤だけの実験区（コン

トロール）も作製した。作製した実験区をマ

ングローブ水域内に設置し，各実験区に出現

した魚類の種数と個体数をシュノーケリン

グによる目視観察で 6日間，毎日調べた。 

 

(3)捕食圧実験 

マングローブのある場所（岸部）とない場

所（砂地）において，3 種（岸部にのみ分布

するアマミイシモチ，岸部と砂地の双方に分

布するセダカクロサギとミナミヒメハゼ）の

稚魚の体に透明なナイロン糸をつけ，糸の一

端を地面に固定した。固定後 30分間放置し，

稚魚が糸に付いていたかどうかで被捕食死

亡率を算出した。 

 

(4)摂餌実験 

この実験は食性の異なる 2種（底生甲殻類

食魚のアマミイシモチと多毛類食魚のセダ

カクロサギ）を用いて行った。マングローブ

のある場所（岸部）とない場所（砂地）に網

ケージを設置し，それぞれのケージに 1 種 1

個体の稚魚を投入して，7 日間放置した後に

各個体の成長率を調べた。また，実験終了直

後に，各ケージの周辺に分布する餌生物（底

生甲殻類と多毛類）の現存量を調べ，岸部と

砂地で比較した。 

 

４．研究成果 

(1)気根・支柱根構造実験 

魚類はパイプのない実験区ではほとんど

観察されなかったが，パイプのある実験区に

は多くが出現した。また，魚類の種数と個体

数はパイプの密度が高い実験区ほど多いと

いう傾向を示した（図 1）。したがって，マン

グローブ水域において魚類が生息場の選定

を行う際には，気根や支柱根の立体構造とそ

の複雑さが重要であることが示唆された。 
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図 1．気根・支柱根構造実験において，各実

験区で観察された魚類の種数と個体数。１つ



の実験区あたりの平均値と標準誤差（縦線）

で示す。■，パイプの高密度区；●，標準密

度区，▲，低密度区，◇，パイプのないコン

トロール区。 

 

(2)捕食圧実験 

岸部にのみ分布するアマミイシモチ，岸部

と砂地の双方に分布するセダカクロサギと

ミナミヒメハゼにおいて，被捕食死亡率を岸

部と砂地で比較したところ，前者では岸部で

低かったが，後 2者では差が認められなかっ

た（図 2）。この結果より，マングローブの

根の複雑な立体構造は岸部に分布する種に

とって，捕食者からの隠れ場として有効に作

用することが明らかとなった。しかし，根の

部分は必ずしも常に安全というわけではな

いこともわかった。 
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図 2．捕食圧実験におけるアマミイシモチ，

セダカクロサギ，ミナミヒメハゼの被捕食死

亡率。１回の実験あたりの平均値と標準誤差

（縦線）で示す。 

 

 (3)摂餌実験 

アマミイシモチにおいては岸部で成長率

が高いことがわかった。一方，セダカクロサ

ギにおいては岸部と砂地で成長率に差はみ

られなかった。また，ケージ周辺における餌

生物の現存量を調べてみると，ヨコエビ類や

多毛類は岸部で多いことがわかった。したが

って，岸部には魚類の主要な餌が豊富に存在

し，一部の魚種にとっては成長率がよいため，

マングローブの根付近はこのような魚種に

とって重要な餌場として機能することが示

唆された。 
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